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内容構成の改善として，A 材料と加工に関する技術，B エネルギー変換に関する技術，C 生物




































































野の授業を担当している。そこでは，週あたり 11 時間の授業を行っている。なお，4 校とも 2 学


















































































































た。被験者は 5 名で，学部 2 年生 2 名と 3 年生 3 名である（うち，高校で物理を履修した学生は 2
名）。今回は，まだテキストの制作途中ということもあり，STEP1とSTEP2のみ配付した。
５．２　受講生の感想
受講生の 5 名を A，B，C，D，E とし，記入してもらったとおり感想を載せた。まず，STEP1
について（ファラデー，ジュール）である。これは，A3用紙に見開き2頁で執筆しており，人物
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